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〜
11
日
、
宮
城
県
志
津
川
自

然
の
家
な
ど
）
に
、
小
学
校

教
員
を
目
指
す
人
間
学
部
人

間
教
育
学
科
２
年
次
の
鎌
田

健
吾
さ
ん
（
宮
城
県
利
府

高
）
と
前
田
琳
太
郎
さ
ん

（
宮
城
県
東
陵
高
）
が
活
動

補
助
員
と
し
て
参
加
し
、
子

ど
も
た
ち
の
夏
の
思
い
出
作

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
２
人
は
椿
島
で
の
無
人
島

探
検
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
南
三

陸
町
の
自
然
を
生
か
し
た
ア

ウ
ト
ド
ア
体
験
、
い
か
だ
作

り
を
は
じ
め
と
し
た
工
作
に

取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
支
援
し
た
。

　
鎌
田
さ
ん
は
「
屋
外
で
の

活
動
が
多
く
、
天
候
に
よ
っ

て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
る

た
め
、
臨
機
応
変
な
対
応
が

求
め
ら
れ
た
。
大
変
だ
っ
た

が
、
楽
し
み
な
が
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
最
後
に
子
ど
も
た
ち
か

ら
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も

ら
っ
た
時
は
感
極
ま
っ
た
。

理
想
の
教
師
を
目
指
し
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参

加
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
前
田
さ
ん
は
「
子
ど
も
た

ち
と
の
接
し
方
に
悩
ん
だ
７

日
間
だ
っ
た
。
必
要
な
場
面

で
、
注
意
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
反
省
と
し

て
心
に
残
っ
て
い
る
。
今
回

の
経
験
を
忘
れ
ず
、
教
員
に

必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
学

ん
で
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　
宮
城
県
内
の
小
・
中
学
生

30
人
が
参
加
し
た
自
然
体
験

合
宿
「
サ
マ
ー
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
ｉ
ｎ
南
三
陸
」（
８
月
５

ボ
ー
ン
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
推
進
し
、
イ
ベ
ン
ト

の
認
知
度
向
上
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
熊
坂
和
希
さ

ん
（
経
営
３
・
福
島
県
保
原

高
）
は
「
石
巻
の
豊
か
な
自

然
が
感
じ
ら
れ
、
お
い
し
い

食
べ
物
に
も
出
合
う
こ
と
が

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
。『
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
』。
会
場

に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」
と

来
場
を
呼
び
か
け
る
。

　「
昨
年
実
施
し
た
学
内
調

査
で
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
り
、
関
心

を
持
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」

（
熊
坂
さ
ん
）
と
、
開
幕
前

の
７
月
19
日
に
は
経
営
学
部

の
２
〜
４
年
次
生
約
１
４
０

人
に
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン
を
行

っ
た
。
Ｒ
Ａ
Ｆ
実
行
委
員
会

の
松
村
豪
太
事
務
局
長
も
参

加
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
を

伝
え
た
。

　
ま
た
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
会

場
の
一
つ
で
あ
る
「
も
も
の

う
ら
ビ
レ
ッ
ジ
」
に
３
月
か

ら
何
度
も
足
を
運
び
、
現
代

美
術
家
・
パ
ル
コ
キ
ノ
シ
タ

さ
ん
、
美
術
家
・
深
澤
孝
史

さ
ん
の
作
品
作
り
に
も
関
わ

っ
た
。

　「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
手
か

ら
作
品
が
生
ま
れ
る
過
程
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
よ
い

経
験
に
な
っ
た
」
と
話
す
金

子
颯
馬
さ
ん
（
経
営
２
・
秋

田
県
湯
沢
高
）。「
完
成
し
た

作
品
は
自
分
が
考
え
て
い
た

ア
ー
ト
と
は
異
な
る
も
の

で
、
ア
ー
ト
は
人
生
を
豊
か

に
す
る
も
の
だ
と
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
も
も
の
う

ら
ビ
レ
ッ
ジ
に
は
石
巻
駅
か

ら
バ
ス
で
行
く
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
作
品
に
触
れ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

　

Ｒ

Ａ

Ｆ

は

９

月

29
日

（
日
）
ま
で
。
庄
子
ゼ
ミ
は

閉
幕
ま
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
る
。

　
宮
城
県
の
牡
鹿
半
島
や
石

巻
市
街
地
を
舞
台
に
、
現
在

開
催
中
の
ア
ー
ト
、
音
楽
、

食
を
楽
し
む
「
リ
ボ
ー
ン
ア

ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
Ｒ
Ａ
Ｆ
）」
に
経
営
学
部

の
庄
子
真
岐
ゼ
ミ
が
協
力

し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
る
。

　「
観
光
と
ま
ち
づ
く
り
」

が
テ
ー
マ
の
庄
子
ゼ
ミ
は

昨
年
か
ら
一
般
社
団
法
人
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進
路
支
援
係
が
実
施
す
る

三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者

試
験
対
策
講
座
が
９
月
２
日

か
ら
４
日
ま
で
、
５
号
館
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
で
開
講
さ

れ
た
。
資
格
取
得
を
目
指
す

理
工
学
部
と
経
営
学
部
の
１

〜
４
年
次
生
７
人
が
受
講
。

高
橋
智
理
工
学
部
准
教
授
の

指
導
で
、
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ

フ
ト
「
Ｓ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ
Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ｓ
」
を
用
い
た
設
計
や
モ

デ
リ
ン
グ
の
手
法
を
学
ん

だ
。

　
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
、
立
体

的
に
設
計
図
を
描
く
シ
ス
テ

ム
で
、
近
年
は
製
品
や
部
品

の
設
計
な
ど
も
の
づ
く
り
で

主
流
と
な
っ
て
い
る
。
受
講

生
の
う
ち
６
人
は
２
級
、
１

人
は
１
級
を
目
指
し
て
お

り
、
12
月
の
試
験
に
向
け

て
、
今
後
も
学
び
を
深
め
て

い
く
。

　
柴
田
陽
平
さ
ん
（
理
工
１

・
山
形
県
山
形
工
業
高
）
は

「
初
め
て
触
れ
た
ソ
フ
ト
だ

っ
た
が
、
実
技
を
交
え
た
講

座
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
話
し
た
。
就
職
活
動
に
向

け
て
資
格
取
得
を
目
指
す
学

生
も
い
る
。
新
井
匠
さ
ん

（
経
営
４
・
宮
城
県
仙
台
城
南

高
）
は
「
仕
事
に
生
か
せ
る

資
格
な
の
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
に
受
講
し
た
。
講
座

で
学
ん
だ
こ
と
を
復
習
し
、

２
級
に
合
格
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

ソ
フ
ト
用
い
た
設
計
学
ぶ

三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者
試
験
対
策
講
座

三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
特
徴
を
学
ぶ
学
生

地域の魅力発信経　　営
庄子ゼミ

リボーンアート・フェスティバル

高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
間
教
育
学
科
の
２
学
生

自
然
体
験
合
宿
に
参
加

子
ど
も
た
ち
サ
ポ
ー
ト

　
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発

や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
制
作
に
取

り
組
む
経
営
学
部
・
舛
井
道

晴
ゼ
ミ
が
第
７
回
学
生
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
コ
ン
テ

ス
ト
（
情
報
処
理
学
会
・
Ｃ

Ｄ
Ｓ
／
Ｍ
Ｂ
Ｌ
研
究
会
主

催
）
に
出
場
。
８
月
29
日
、

葉
山
港
管
理
事
務
所
（
神
奈

川
県
葉
山
町
）
で
行
わ
れ
た

最
終
審
査
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
２
年
連
続

で
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
ア
プ
リ
を
制
作
し
た
の
は

千
葉
奈
々
香
さ
ん
（
３
年
次

・
岩
手
県
黒
沢
尻
北
高
）、

三
浦
聖
也
さ
ん
（
３
年
次
・

宮
城
県
石
巻
北
高
）、
早
坂

勝
輝
さ
ん
（
３
年
次
・
宮
城

県
石
巻
商
業
高
）
の
３
人
。

　「
年
を
と
る
ほ
ど
時
間
が

た
つ
の
が
早
く
感
じ
ら
れ

る
」
と
い
う
現
象
を
数
式
化

し
た
「
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
」

を
取
り
入
れ
、
予
定
日
に
向

け
た
体
感
日
数
を
表
示
す
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
ア
プ
リ

『destination, 
time

』

を
開
発
し
た
。

　
ア
イ
デ
ア
は
千
葉
さ
ん
が

自
身
の
体
験
か
ら
ひ
ら
め
い

た
。「
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
自
分
の
発
想
や
着
眼
点

に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。
入
賞
チ
ー
ム
と
の
違

い
は
『
ア
プ
リ
で
実
践
す
る

力
』。
今
後
の
ゼ
ミ
活
動
で

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

学生スマホアプリコンテスト

経営・舛井ゼミ
２年連続奨励賞

最終審査で機能を説明する千葉さん

　
石
巻
市
の
夏
を

彩
る
「
第
96
回
石

巻
川
開
き
祭
り
」

（
７
月
31
日
、
８

月
１
日
）
が
中
心

市
街
地
で
行
わ
れ

た
。

　
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
両

日
を
地
域
貢
献
日
に
設
定
。

孫
兵
衛
船
競
漕
、
縄
張
神
社

奉
納
大
縄
引
き
大
会
、
流

燈
、
大
漁
踊
り
、
花
火
の
ゴ

ミ
拾
い
に
学
生
、
教
職
員
延

べ
５
９
０
人
が
参
加
し
、
地

域
の
方
々
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

た
。

　
カ
ヌ
ー
部
の
千
葉
兼
汰
さ

ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
石
巻

商
業
高
）
は
昨
年
に
続
き
、

孫
兵
衛
船
競
漕
に
出
場
。

「
10
人
の
漕
ぎ
手
が
息
を
合

わ
せ
る
の
は
難
し
い
が
、

年
々
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
来
年
も
参
加

し
、
予
選
を
突
破
し
た
い
」

と
話
し
た
。

　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒

に
大
漁
踊
り
に
参
加
し
た
石

田
優
希
菜
さ
ん
（
経
営
１
・

福
島
県
い
わ
き
光
洋
高
）
は

「
多
く
の
人
が
沿
道
で
見
学

し
て
い
て
緊
張
し
た
が
、
最

後
ま
で
楽
し
く
踊
る
こ
と
が

で
き
た
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
浦
瀧
悟
さ
ん
（
人
間
１
・

宮
城
県
仙
台
東
高
）
は
「
川

開
き
祭
り
に
初
め
て
参
加
し

た
が
、
と
て
も
面
白
か
っ

た
。
来
年
は
大
漁
踊
り
に
参

加
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
学
生
会
が
模

擬
店
を
出
店
し
、
ダ
ン
ス
愛

好
会
が
ス
テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

学
生
ら
が
盛
り
上
げ
る

そろいの浴衣で踊る学生たち（大漁踊り）

いかだで海に出る前田さん（中央）と子どもたち

工作を手伝う鎌田さん（左から２人目）

在学生にＲＡＦを紹介した＝７月19日

深澤さんの作品作りに協力する庄子ゼミ生＝７月19日

石巻川開き祭り




